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三さん (60歳)

す

い

く

つ

水

窟

「
二
年
か
か
っ
て
、
や
っ
と
満
足
の

い
く
音
を
得
ま
し
た
L

中
村
の
新
昭
三
さ
ん
は
、
江
戸
時
代

か
ら
伝
わ
る

H

水
琴
窟
ω

を
手
掛
け
て

い
ま
す
。

内
水
琴
窟
H

と
は
、
地
中
に
小
洞
窟

を
造
り
、
そ
の
中
に
水
滴
を
落
し
、
そ

こ
か
ら
発
生
す
る
水
音
を
洞
窟
の
壁
面

に
反
響
さ
せ
、
そ
の
音
色
を
楽
し
む
も

の
で
す
。
新
さ
ん
は
、
小
洞
窟
の
代
わ

り
に
、
ご
つ
ん
す
け
H

と
呼
ば
れ
る
つ

ぼ
を
埋
め
込
み
成
功
し
て
い
ま
す
。

そ
の
音
色
は
、
四
季
に
応
じ
て
、
ま

た
、
そ
の
日
そ
の
日
の
気
象
状
況
に
応

じ
て
微
妙
に
蛮
化
し
ま
す
。
例
え
ば
、

冬
は
澄
み
き
っ
て
冴
え
た
音
を
、
春
に

は
柔
ら
か
く
優
し
い
音
を
奏
で
る
と
い

っ
た
具
合
に
・

「
朝
一
番
に
庭
へ
出
て
水
を
注
ぎ
、

早
朝
の
静
け
さ
の
中
で
聞
く
音
は
、
心

の
底
ま
で
響
い
て
く
る
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
音
色
+
令
し
て
い
ま
す
」
と
、
新
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

芸宇
田 7 凡 J

昭華万私の楽しみ⑤
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お広報昭和63年 6月1日

四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
に
か
け
て
、

四
月
六
日
、
大
洲
市
交
通
安
全
推
進

協
議
会
の
主
催
で
、
交
通
安
全
を
訴
え

る
パ
レ
ー
ド
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

同
パ
レ
ー
ド
の
出
発
式
は
同
日
午
前

十
時
か
ら
大
洲
警
察
署
駐
車
場
で
行
わ

れ
、
関
係
者
数
十
人
が
出
席
。
「
う
の

目
、
た
か
の
目
で
安
全
運
転
を
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
ウ
匠
の
渡
辺
三

郎
さ
ん
と
ウ
の
「
お
は
な
は
ん
」
「
謙

太
郎
L

二
羽
も
交
通
安
全
の
タ
ス
キ
を

か
け
て
パ
レ
ー
ド
に
特
別
参
加
し
ま
し

た。
一
行
は
、
大
洲
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
に
乗
り
警
察
署
前
を
出
発
。

J
R
大
洲
駅
に
至
る
コ

i
ス
を
往
復
し

ま
し
た
。

二
羽
の
ウ
は
、
杉
大
洲
署
長
、
渡
辺

さ
ん
と
と
も
に
ウ
飼
い
船
を
か
た
ど
っ

た
車
に
、
ま
た
、
同
協
議
会
の
会
長
を
務

め
る
近
田
大
洲
市
長
も
サ
イ
ド
カ
ー
に

乗
り
込
み
、
道
行
く
人
々
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

全
国
で
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
期
間
中
、
市
内
で
も
交
通
安
全
を
訴

え
る
パ
レ
ー
ド
や
、
高
齢
者
と
学
童
を
対
象

に
し
た
交
通
安
全
教
室
な
ど
の
催
し
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
事
故
の
増
加
に
対
処
す
る

た
め
、
愛
媛
県
で
は
、
毎
月
十
日
を
高
齢
者

交
通
安
全
日
に
指
定
し
ま
し
た
。

4
司
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
パ
レ
ー
ド

四
月
十
三
日
に
は
、
高
齢
者
と
学
童

を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
聞
か
れ
ま
へ

し

た

。

ず

こ
の
教
室
は
大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
山

プ
(
兵
頭
勲
会
長
)
の
主
催
で
聞
か
れ
九

た
も
の
で
、
会
場
と
な
っ
た
喜
多
小
学
だ

校
の
講
堂
に
は
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
恥

喜
多
小
児
童
約
千
二
百
人
が
集
ま
り
ま
を-一品

し

た

。

人

当
日
は
、
松
山
東
交
通
安
全
協
会
の
の

職
員
が
腹
話
術
や
紙
芝
居
で
、
わ
か
り
出

や
す
く
交
通
安
全
知
識
を
教
え
て
い
ま
供

し
た
。
ま
た
、
県
警
の
最
新
鋭
の
ヘ
リ
子

コ
プ
タ
l

H
い
し
づ
ち
4

も
特
別
参
加

し
、
子
供
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま

し
た
。今

回
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
者
は
、
全
国
で
二
百

四
十
一
人
と
、
残
念
な
が
ら
昨
年
を
三

十
六
人
上
回
り
ま
し
た
。

愛
媛
県
内
で
は
、
同
期
間
中
、
人
身

事
故
は
百
九
十
八
件
発
生
し
、
死
亡
が

三
人
、
負
傷
者
が
二
百
三
十
人
と
い
う

結
果
で
し
た
。
ご
れ
は
、
前
年
の
同
運

動
期
間
中
に
比
べ
死
者
数
は
同
じ
で
す

が
、
発
生
件
数
に
お
い
て
二
十
三
件
、

負
傷
者
数
に
お
い
て
は
三
十
七
人
減
少

し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洲
警
察
署
管
内
に
お
け
る

同
期
間
中
の
交
通
事
故
発
生
状
況
を
前

年
と
比
較
す
る
と
、
死
者
数
は
変
わ
ら

ず

O
人
で
す
が
、
発
生
件
数
に
お
い
て

三
件
、
負
傷
者
数
に
お
い
て
は
一
一
人
、

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
高
齢
者
事
故
の
増
加

や
、
死
亡
事
故
に
お
い
て
高
齢
者
の
死

者
の
占
め
る
割
合
が
高
い
等
の
点
を
重

視
し
、
本
年
四
月
か
ら
、
毎
月
十
日
を

H

高
齢
者
交
通
安
全
日
N

に
指
定
し
ま

し
た
。伊

予
路
を
無
事
故
の
涼
風
が
吹
き
抜

け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

2 ~ 

伊
予
の
み
ち

光
る
あ
な
た
の
交
通
マ
ナ
ー
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大
成
橋
に
待
望
の
歩
道
橋
が
完
成

ま
ち

a

つ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
大
川
の
大
成
橋

歩
道
橋
が
完
成
し
、
四
月
一
二
十
日
、
落

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
歩
道
橋
は
、
長
さ
百
十
八
口
で
幅

員
は
二
灯
あ
り
、
総
事
業
費
は
九
千
四

百
万
円
で
す
。
ま
た
、
自
転
車
、
歩
行

者
専
用
橋
と
し
て
の
従
来
の
目
的
か
ら

一
歩
進
め
、
文
化
的
要
素
と
交
通
安
全

を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
構
想
の
橋
と

し
て
、
十
日
前
後
の
間
隔
で
突
き
出
る

形
で
半
円
径
の
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
て

あ
り
ま
す
。
こ
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ツ
タ
が
植
え
ら
れ
、
将
来
、

高
欄
に
ツ
タ
を
は
わ
せ
て
周
辺
と
の
調

和
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

落
成
式
当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
行

わ
れ
た
神
事
の
後
通
り
初
め
式
に
人
り
、

西
田
司
代
議
士
、
近
回
大
洲
市
長
ら
八

名
に
よ
る
テ
l
プ
カ
ッ
ト
に
続
き
、
大

時
一
Uん
J
V

吋
成
小
学
校
児
童
、
大
成
保
育

ぽ
伊
川
所
園
児
な
ど
約
百
五
十
人
が

繍

通

り

初

め

を

し

て

橋

の

完

成

J
J
V
J
J

を
祝
い
ま
し
た
。

な

ま

た

、

通

り

初

め

式

の

後

お
聞
か
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
大

¥
轟
重
成
小
学
校
の
児
童
を
代
表
し

ヘ
て
児
童
会
長
の
山
下
誠
二
く

¥

ム

ん

(

六

年

)

が

関

係

者

に

お

:
 

弘
輔
興
私
融
謹
一
ι
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ずお お広報

にすれ こらら や「
あ。い歩とは橋雨今

が わ後地成 まかのり聞に道が、をのま
期たの域地今し らあが係利橋で安 j度目で
待つ観の区回再盛いと者用はき心つなは
さて光活の完'もんさうのしみましてど
れ 大間性人成 主主つごみてんすでいは車
まき予をイヒ々し ts (こざなし、な 。のま 、カ.;;'， 

すくににのた 子、いさきで ひごしひ 二
。貢 と、日歩 が同まんた大 のたや台
献、そ常道 送 ! 若 し 、 い 切 びが ひす
す多し生橋 らしたほとに 通、やれ
る方て活は れた J ん思し 学ごし違
こ面、に、 で人 とい、 すれなう
とに今 、 大 い々とうまき るかが時 W 注額盤鶴離合イ

τさ与て手￡ラボι明手会式手ιづさLτ手L明手会τ持込て手ιて予ιτ予ι司手ι司手ιq手ιτ手ιづ告ιτ手ιて手ιτ手ιf手ιτ手ιτドιτ手Lτ手ιτ手ιτデιτ手ιづ元三レτ手ιτ手ιτ手ιτ手ιτ手ιτ手Lτ手ιτさιτドιτ手会τ手ι~ιτ手ιτドιτ;;=τ手ιτ手ιτ

商観 まま九 う地盆中えう れまが
工光た す 人 コ て も よ 地 で ま か 昭 ま で 、 大
観 は 。 乗 lすい特筆すい和すの今洲
光協 市詳りス 0 涼有や。も三。間年の
課会商しとは 風 の か JI! 、ト 、も夏

工く十二 をむに面今二 清 6 の
fi fi観は八種 運し演に年年 流月代
⑪⑪ 光、人類 ん暑じゅでに 肱 1 名

J7，] 2 2 課市乗ー でいられ三始 川日詞
線 1 6 ま観り遊 く夏れる十ま をか
3 1 6 で光が覧 れにるか二つ 舞ら観
214  協あ船 る、うが年た 台 9 光
7 会りも よ心かり甘大 に月う

い火を洲 開 20か
は の J a の か日い

6
月
1
日
は

う
か
い
開
き

監査íIf":t{}~1

臥
龍
の
渡
し

運
航
開
始

大
洲
の
ぷ
郷
情
緒
を
楽
し
む
「

臥
龍
の
渡
し
し
が
四
月
一
日
運
航

を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
渡
し
は
、
昭
和
五
十
五
年

か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
臥
龍

山
荘
下
の
河
原
と
対
岸
の
如
法
寺

河
原
を
結
ん
で
い
ま
す
。

船
頭
は
、
二
代
日
に
な
る
中
川
忠
玄

さ
ん
(
四
ト
七
才
)
川
H
本
町
二
「
日
在

住

1
で
、
川
面
か
ら
眺
め
る
臥
龍
山
荘

に
は
、
ま
る
で
水
墨
画
を
見
て
い
る
よ

う
な
独
特
の
風
情
が
あ
り
ま
す
。

渡
し
は
、
十
月
末
ま
で
の
口
・
祝
日

の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間

運
航
さ
れ
ま
す
が
、
団
体
予
約
に
限
り

平
日
も
運
航
し
ま
す
。
料
金
は
、
大
人

(
中
学
生
以
上
)
片
道
五
十
円
、
小
人

三
十
円
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
観
光
協
会
ま
で

宮
⑪
2
6
6
4

3 ー
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6月は 一「

」市県民税第1期

六
月
は
、
市
民
税
・
県
民
税
を
納
め

る
月
で
す
。
本
年
度
は
、
地
方
税
制
の

改
正
に
よ
っ
て
、
市
・
県
民
税
及
び
固

定
資
産
税
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ー
、
市
県
民
税

O
税
率
の
改
正

住
民
税
に
お
け
る
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
市
・
県
民
税
所
得
割
の

税
率
構
造
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

(
表
1
1
ア
・
イ
)

O
基
礎
控
除
等
の
引
き
上
げ
(
六
十

三
年
度
)

己J(_ 正 高官 己J(_ 正 f五色

i車用言果干'R:)i，斤得工 干よ4 ー王寸立ーミゐ i車用言果干兇戸斤f尋 手兇 一語ーZ 

20万円以下 2.5% 60万円以下 3拓

45 ペシ 3 130 // 5 

70 ろF 4 260 ク 7 

95 。 5 460 イシ 8 

120 ク 6 950 イン 10 

220 4シ 7 1，900 ク 11 

370 名， 8 1，900万円超 12 

570 イジ 9 

950 // 10 re '、

1，900 // 11 /税、 W

2，900 ク 12 
¥ 

4，，900 // 13 ¥ 

4，900万円超 14 
よ

基
礎
控
除
額
、
配
偶
者
控
除
及
び

扶
養
控
除
額
が
各
二
万
円
ず
つ
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

。
配
偶
者
特
別
控
除
の
創
設

住
民
税
に
お
い
て
も
所
得
税
と
同

様
に
、
世
帯
と
し
て
の
税
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
十
四
万
円
を
限
度

と
し
て
配
偶
者
持
別
控
除
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
(
た
だ
し
、
合
計
所
得

金
額
が
八
百
万
円
以
下
の
方
に
限
り

適
用
さ
れ
ま
す
)
。

な
お
、
こ
の
控
除
に
関
す
る
具
体

的
な
計
算
方
法
は
表
2
の
と
わ
り
で

す。

県民税

己J(_ 正 日日 己文 正 f姿i

i車用語ミ手足戸斤得= 手~ 率 i車用言果干'R:戸斤f尋 干兇 率

150万円以下 2%  130万円以下 2予る

150万 円超 4 260 イシ 3 

260万円超 4 

イ表 1

O
事
業
専
従
者
控
除
の
引
き
上
げ

白
色
申
告
者
の
配
偶
者
が
事
業
専

従
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
事
業
専
従

者
控
除
の
限
度
額
が
四
十
五
万
円
か

ら
六
十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た。

2
、
固
定
資
産
税

昭
和
六
十
三
年
度
基
準
年
度
評
価
替

に
伴
う
税
負
担
の
急
増
を
防
ぐ
た
め
、

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
五
年

度
ま
で
、
各
年
度
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
、
新
た
に
次
の
負
担
調
整
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(表
3
)

※
固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1

内
線
2
4
4

※ 

で詳
し

乞まく

内⑪は
キ泉 2 、

2 1 市
4 1 干廷
6 1 務

土塁

1E  
t 税4 i系

ま8 

配偶者特別控除

ア.控除対象配偶者の場合
14 

(控除対象配偶者の所得金額)x 
33 

表2

円万A
生

1
i
 

イ.控除対象配偶者以外の配偶者の場合

14万円一(その配偶者の所得金額 33万円)
0
0
三
J

ワ
ム
一
円
く
リ×

 

土地に係る固定資産税の負担調整措置の改 正

宅地等(農地以外) 一般農地

(畔刊額記 負担 (叩面額記 負担
上昇f志 62年課税標準 調整率 上昇率 62年課税標準 調整率

1.15倍以下のもの l.05 1.075倍以下のもの 1.025 

1.15倍を超えl.3倍以下のもの 1.1 1.075倍を超え1.15倍以下のもの l.05 

l.3倍を超え1.51昔以下のもの 1.15 1.15倍を超え1.3倍以下のもの 1.1 

l.5倍を超えl.7倍以下のもの l.2 1.31苦を超えl.5倍以下のもの 1.15 

1.7倍を超えl.9倍以下のもの 1.25 l.5倍を超えるもの 1.2 

l. 91告を超えるもの 1.3 

- 4ー

表 3



広報 昭和63年 6月1日ずおお

な
ぜ
公
認
業
者
な
の
?

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
給
水
し
て
い
る

水
道
は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
し
い
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
一
家
庭
で
水
道
の

新
設
、
改
良
、
修
理
な
ど
を
す
る
場
合

は
、
必
ず
市
の
指
定
す
る
公
認
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
認
業
者
で
な

い
者
が
工
事
を
し
た
場
合
は
、
給
水
し

ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
安
心
し
て
水
道
水

を
利
用
し
て
項
く
た
め
に
工
事
の
工
法

使
用
材
料
な
ど
に
細
か
い
基
準
が
設
け

て
あ
る
か
ら
で
す
。

公
認
業
者
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
公
認
業
者
を
代
表
し
て
、
管
工
事
協

同
組
合
が
あ
り
ま
す
。

宮

(
ω
3
3
9
8

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え
に
と
協
力
を

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん
の
家

庭
で
使
用
さ
れ
た
水
の
量
を
正
確
に
記

録
し
、
水
道
料
金
を
計
算
す
る
大
切
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ

き
有
効
期
間
(
八
年
)
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
び
有
効
期
聞
が
来
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま

す
の
で
、
ル
小
道
業
者
が
お
伺
い
し
た
と

き
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。※
そ
の
他
、
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
市
水
道
課
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1

内
線
3
7
7

児
童
手
当
の
現
況
届

6
月
中
に
手
続
き
を

児
童
子
当
(
特
例
給
付
)
を
現
在
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

6
月
1
日
か
ら

初
日
ま
で
の
聞
に
、
「
児
童
手
当
現
況

屈
し
を
大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
た
は
、

各
連
絡
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
や
、
6
月
1
日
現
在
で
の
養

育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
、

毎
年
提
出
し
て
項
い
て
い
ま
す
。

期
限
内
に
現
況
屈
を
提
出
し
な
い
と

引
き
続
い
で
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

6
月
分
以
後
の
子
当
の
支
払
が
停
止
さ

れ
ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
必
要
書
類
等
は
、

6
月
上
旬

ま
で
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

6
月
中

旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か
な
い
場
合

に
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
こ
連
絡
く
だ

さ
い
。現

在
の
児
童
手
当
の
受
給
要
件
は
次

大洲病院からお知らせ

耳鼻咽喉科

6月1日から

開再

市の公認業者一覧表

業 者 名 所 在 電 百舌

淳山水道工事!吉 田 口 24-2583 

いの水道工事庖 // 24-2216 

イチ子 予 屋 f主 壬亘F又L 大 州、! 24-2541 

内田電気水道設備 t志 森 25-5532 

大 士家 主失 工 所 新 1ム二γ 25-0300 

岡福水道工事庖 田 口 24-3656 

奥田水道商 会 柚 木 24-3674 

神 田 主失 工 所 東大洲 23-3004 

域J 戸 電 業 宇土 徳、 森 25-2944 

久 保 主失 工 戸斤 八多喜 26-0537 

蔵 田 オて j草 庖 平 里子 24-5968 

f左 藤 オて 道 庖 j度 土着 24-4410 

j竜 田 オて 道 居 事庁 h l二1 25-0901 

(楠土居鉄工所 東大m'l 24-4519 

中野管工事工業 中 中ナ 24-3792 

( 有 ) 南 予 水 道住設 若 宮 24-4577 

西 田 * 道 庖 八多喜 26-0265 

星 加 鉄 工 戸斤 ク 26-0020 

(有) 九 電 工 業 若 宮 24-5351 

原 忌三I又L f蒲 大 iJH 24-3783 

四国設備管理センター 芦邑s 田 25-4645 

の
と
お
り
で
す
。
要
件
に
該
当
さ
れ
る

方
で
、
ま
だ
手
当
の
中
請
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
早
急
に
福
祉
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

A
V
受
給
要
件

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
合
む
日

歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以
土
養
育
し
て

い
る
ご
と
。

O
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
に
申
請
し

で
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
市
福
祉
事
務
所
庶
務
係
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1

内
線
2
7
2

5 -

市民のみなさんの強い要

望により、 6月 1日から長

崎大 学医学部の医師を迎え、

耳鼻咽 喉科 を常 設しで毎日

診療します。

また、内科及び皮膚泌尿

器科も、それぞれ医師を増

員して診療することになり

ました。

言羊しくは、

まで

市立大汁1'1病院

宮⑪ 2151



応
急
手
当
の
方
法
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
/

V
¥
i
L
n
h
a
v
 

け

が

人

・

急

病

人

が

発

生

し

た

場

合

員

ヨ

r

内

救

急

車

が

た

つ

け

た

時

す

で

に

呼

、

衰

え

〉

吸

が

停

止

し

て

い

た

刊

と

い

う

の

で

は

、

ぶ

手

本

位

仁

川

吋

い

く

ら

急

い

で

病

院

へ

運

ん

で

も

子

遅

ゲ

」

仁

科

、

れ

で

す

。

を

活

用

し

た

以

急

法

の

講

習

会

を

行

つ

事
故
現
場
で
、
救
急
隊
で
な
く
て
も
、
て
い
ま
す
。

そ
の
場
に
い
る
人
が
す
ぐ
に
子
当
を
行
昭
和
白
年
中
に
は
、
婦
人
会
な
ど
幻

っ
た
結
果
命
を
と
り
と
め
た
と
い
う
事
団
体
に
ι
お
い
て
救
急
法
の
講
習
会
を
開

例
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
洲
催
し
、
千
三
百
十
八
人
の
み
な
さ
ん
の

消
防
署
で
は
、
万
一
の
場
合
に
備
え
て
参
加
を
得
ま
し
た
。

「
応
急
手
当
の
方
法
」
を
市
民
の
み
な
救
急
法
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

さ
ん
に
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
各
大
洲
消
防
署
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

万

面

に

職

員

を

派

遣

し

て

人

形

や

映

画

宮

⑫

2
6
6
5

4

司
修
復
が
完
了
し
た
本
殿

一…

ずおお広報昭和63年 6月1日

大洲市指定文化財

大jffl八幡神社本殿の修復完了

昭
和
六
十
二
年
六

月
か
ら
、
総
工
費
四

千
五
百
万
円
を
か
け

て
進
め
ら
れ
て
き
た

大
洲
八
幡
神
社
本
殿

の
修
復
工
事
が
、
こ

の
度
無
事
完
了
し
ま

し
た
。岡

本
殿
は
昭
和
五

十
八
年
十
一
月
に
大

洲
市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
今

回
の
修
復
工
事
は
、

老
朽
化
の
著
し
い
屋

根
や
土
台
を
中
心
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

知
蕗つ
急て
手お
当き
Tこ

¥_ー_)

運
動
公
園
水
泳
プ

i
ル
監
視
員
・
事
務
員
募
集

①
意
識
が
な
い
と
き

意
識
が
な
く
な
る
と
、
舌
の
根
元
が

の
ど
の
奥
へ
落
ち
込
み
い
空
気
の
通
り

道
が
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
お

向
け
に
寝
か
せ
、
頭
を
そ
ら
せ
て
の
ど

を
真
っ
す
ぐ
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を

「
気
道
確
保
」
と
い
い
ま
す
。

②
呼
吸
の
な
い
と
き

人
工
呼
吸
を
し
ま
す
。
こ
の
場
合
に

も
ま
ず
「
気
道
確
保
」
を
行
い
ま
す
。

③
呼
吸
も
脈
も
な
い
と
き

人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
y
サ
l
ジ
を
同

時
に
行
い
ま
す
。

④
出
血
が
多
い
と
き

傷
口
を
ガ
!
ゼ
や
ハ
ン
カ
チ
で
強
く

押
さ
え
ま
す
。

そ
れ
で
も
出
血
が
止
ま
ら
な
い
と
き

は
、
傷
け
と
心
臓
の
間
で
脈
の
感
じ
る
一

個
所
を
指
や
「
止
血
帯
L

な
ど
で
圧
迫
…

し

ま

す

。

一

一
時
間
以
上
止
血
し
て
お
く
こ
と
は
…

危
険
な
の
で
、
日
十
め
に
医
師
の
診
断
を
一
会
一
封
大
洲
大
瀧
陪

受

け

ま

し

ょ

う

。

…

金

-
H
新

谷

町

岡

伸

吉

一
金
一
封
(
拾
得
金
満
期
に
よ
る
寄
付

一
金
)
青
田
町
矢
野
初
枝
・
内
野
宏

…
美
・
岩
谷
さ
お
り

…
金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

i
版
画
展
の

一
収
益
金
)
大
洲
位
界
連
邦
建
設
同

…
盟
・
大
洲
支
部
長
高
出
直
志

(
指
定
配
分
一

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

油

新

谷

池

田

重

憲

気道確保の正しい方法

-
募
集
人
員

監
視
員
約
却
人

事

務

員

約

8
人

-
対
象
大
学
生
(
短
大
含
む
)

と
一
般
(
原
則
と
し
て
叩
歳
未
満
)

・
雇
用
期
間

7
月
1
H
1
8
月
訂
日

(
9
時
1
口
時
)

※
た
だ
し
、

7
月

m
uか
ら
8
月刊山

口
ま
で
は
、

9
時
1
口
時
と
日
時

1

日
時
の
一
一
」
父
代
制
に
な
り
ま
す
。

-
申
込
方
法
履
歴
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
採
用
に
つ
い
て
は
後
日
連

絡
し
ま
す
。

-
申
込
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
体
育
課
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
8
8

- 6 

金
一
一
討
(
'
に
須
成
ζ
人
ク
ラ
ブ
ヘ
一

卜
L

須
戒
一
千
出
光
幸

金
-
封
(
病
気
見
舞
返
し
を
市
下
肝
地

民
社
協
へ
一
平
肝
町
山
崎
清
彦

金
一

H
(
肱
北
公
民
館
ロ
ビ
!
反
収

益
金
を
肱
北
地
区
社
協
へ
)
肱
北
公

民
館
館
長
西
村
山
一
海

金
一
封
(
組
合
ま
つ
り
新
谷
支
所
山

の
収
益
金
を
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新
谷
大
洲
市
農
協
新
谷
支
所

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会



昭和63年 6月1日

No.114 

おおず広報

人
権
と
同
和
教
育

こ
の
一
事
実
を
見
て
も
分
か
る
よ
う

に
「
同
和
問
題
」
は
一
部
の
人
達
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
憲
法
を
擁
護
し
、
国

民
の
自
由
平
等
と
人
権
を
守
る
運
動
に

他
な
ら
な
い
の
で
す
。

今
、
大
洲
市
で
も
対
象
地
域
の
人
達

は
、
差
別
の
た
め
に
奪
わ
れ
た
学
習
を

取
り
戻
そ
う
と
、
昭
和
五
十
年
か
ら
集

会
所
学
習
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昭
和
六
十
二
年
度
の
学
習
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

集
会
所
学
習

場
所
八
集
会
所

(
市
木
・
久
米
・
中
東
・
池
田
・
平
野

和
田
・
松
尾
・
河
内
)
集
会
所

学
習
内
容

老
人
学
級
・
婦
人
学
級
・
成
入
学
級

三
世
代
学
級
・
親
子
解
放
学
級

書
道
識
字
・
珠
算
・
生
花
・
料
理
・

手
芸
・
ヨ
ガ
・
舞
踊
・
詩
吟
・
者
付

体
操
・
民
謡
・
趣
味
・
千
供
会
教
室

六
十
二
年
度
実
施
分

一
、
-
一
四
六
回
・
二
、
四
九
九
時
間

延
べ
、
二
一
、
九
二
四
人

以
k
の
ほ
か

大
洲
隣
保
館
・
福
祉
会
館
・
徳
森
児

童
セ
ン
タ
ー
で
一
、
二
二
七
回
、
延
べ

一
一
一
、
一
-
三
六
人
の
学
習
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
区
の
環
境
改
葬
と
共

に
、
集
会
所
で
の
学
胃
も
着
実
に
進
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

7 
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奥

さ

ん

訪

8巴
問

NO.83 

か
ん
き
つ
類
が
豊
富
で
す
ね

山
本
み
ど
り
さ
ん
(
三
の
丸
・
沼
歳
)

「
幕
末
維
新
に
お
け
る
大
洲
・
新
谷

藩
の
人
と
風
土
L

展
が
六
月
二
十
八
日

ま
で
、
市
立
博
物
館
で
聞
か
れ
て
い
ま

す。
幕
末
維
新
は
徳
川
三
百
年
の
幕
政
を

破
る
動
乱
の
時
代
で
し
た
が
、
大
洲
・

新
谷
両
藩
は
外
様
小
藩
で
あ
り
な
が
ら

国
事
活
動
を
展
開
、
勤
王
藩
と
し
て
名

を
あ
げ
ま
し
た
。

市
立
博
物
館
で
は
開
館
十
周
年
記
念

展
と
し
て
、
両
藩
の
幕
末
維
新
に
活
躍

ト
し
た
人
物
と
藩
の
あ
ゆ
み
に
焦
点
を
当

日
営
て
今
回
の
展
妻
歯
し
た
も
の
で
す
。

捕
同
展
に
は
矢
野
玄
道
(
維
新
政
府
誕

創
生
の
原
動
力
と
な
っ
た
国
学
者
)
マ
三

会
後
瀬
諸
淵
(
近
代
医
学
の
先
達
)
マ
加
藤

鮒
藩
泰
秋
(
大
洲
藩
最
後
の
藩
主
)
ら
の
遺

城
洲
品
、
書
状
な
ど
約
七
十
点
が
展
示
さ
れ

入

大

コ

城

は

で

い

ま

す
c

一P
駆
休
日
な
ど
を
利
用
し
て
、
郷
土
の
先

山
寸
人
が
歩
ん
だ
歴
史
を
観
照
し
て
み
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

-也の衛生週間ー 6月48-108・
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そい V 行し V てつつ v 頃 ..... 
れで大っく大いつつ初に主陶
に人洲たなが十iまじじめ!日J人 i
、情ともるにすのがでじとは

山にいのとは。美満大職は 1
菜厚うでよ海 し開 j州場主 l
ゃい町すくが さの に で 阪
か所は。長な が季や知で、 h

んだ 、 浜い 大節つり f士
き との まの 変でてあ事
つ思ん でで 印 、 来 い を
類いび 出、 象山 た ま し
カマまり か千毎 にを E寺しで
豊すし けが 残彩はたい
富。でで恋 つる、。た

いまそ 11 倫 v 思道の v な
と素れ小苗子い路便 の
忠、直そ、、 4 子供 ま が が つ が 1
いにれ 11 ち たす完悪だ大 l
ま明頑)ゃち。成いけき i
する 張は ん( す と 不 な 1

0 くつ、 11 陽 るこ満魅;
育て剣小子 と ろ に 力 2
つい道 6 さ いで思で h

てまに 11 ん いすうす 1
いす、、 11 の 。の ね
つ。合晃高 に早は o

てこ唱久 1 なく 、 i 
欲のにく 11 、高交
しまと八し 、 と JA;i亘 1 

V
出
身
は
、
三
重
県
の
伊
勢
志
摩
と
い

う
所
で
す
。

V
正
面
を
海
、
背
後
を
山
に
固
ま
れ
た

景
観
の
美
し
い
小
さ
な
町
で
、
か
つ
て

は
真
殊
の
養
殖
で
有
名
で
し
た
。
現
在

は
、
ヨ
ッ
ト
ハ

l
パ
ー
な
ど
の
施
設
が

整
備
さ
れ
、
観
光
地
に
変
身
し
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。

昭和63年 6月1日

藤
樹
会
総
会
開
催

四
月
三
十
日
、
昭
和
六
十
三
年
度
大

洲
藤
樹
会
総
会
が
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
昭
和
六
十

A

一
年
度
の
会
務

報
告
の
後
山
藤
樹
ま
つ
り
の
提
唱
者
と

し
て
の
責
務
と
、
大
洲
藤
樹
会
に
寄
せ

る
市
民
の
期
待
に
応
え
ね
ば
な
ら
な
い
J

と
の
昭
和
六
十
三
年
度
の
運
営
方
針
な

ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
刊
図
書
案
内

記
憶
力
の
す
す
め
鈴
木
健
二
著

活

路

真

鍋

繁

樹

著

甘

え

を

断

つ

加

藤

諦

三

著

日
本
の
古
代
遺
跡
徳
島
菅
原
康
夫
著

日
本
の
皇
室
事
典
松
崎
敏
弥
他
著

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
た
聖
少
女

ホ
!
・
テ
ィ
・
キ
ュ

l
著

金
持
ち
ニ
ッ
ポ
ン
論
郎
永
漢
著

あ
る
朝
、
突
然
に
本
岡
典
子
著

優
し
さ
と
し
て
の
教
育灰

谷
健
次
郎
著

叱

り

方

関

根

正

明

著

お
し
ゃ
れ
の
レ
ッ
ス
ン
大
橋
歩
著

ア
ラ
ス
カ
の
雪
原
に
て
鈴
木
延
夫
著

宇
宙
で
ト
イ
レ
に
は
い
る
法

W
-
R
・
ポ

l
グ
著

写
真
集
瀬
戸
内
森
田
敏
隆
写
真

も
っ
と
深
く
、
も
っ
と
楽
し
く

中
部
銀
次
郎
著

デ

l
タ

パ

ル

槌

小

学

館

有

夫

恋

時

実

新

子

著

姥

う

か

れ

田

辺

聖

子

著

緒
方
洪
庵
の
妻
西
岡
ま
さ
チ
著

数

の

風

景

松

本

清

張

著

パ
ナ
マ
運
河
の
殺
人
平
岩
弓
技
著

静
寂
の
声
と
・
下
渡
辺
淳
一
著

そ
れ
ぞ
れ
の
終
楽
章
阿
部
牧
郎
著

な

み

だ

歪

村

松

友

視

著

代
議
土
の
妻
た
ち
家
出
荘
子
著

地
球
ど
こ
で
も
不
思
議
旅
椎
名
誠
著

チ
ャ
!
リ
!
と
の
旅

J

・
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
著

。。



昭和63年 6月1日

‘さくらまつり
剣道大会

四
月
三
日
、
緑
地
公
園
で
り
さ
く
ら
ま
つ
り
剣

道
大
会
U

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
勝
っ
た
子
も
負
け

た
子
も
力
一
杯
頑
張
っ
て
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

G 
G の花の下で待t{?$

同メラ歯スケイ

逓信記念日の 4月20日、

大洲市連合青年団長井上明

男 さ ん が 大 洲 郵 便 局 の 1日

局長を務め、職員を前に訓

示を行うなど大役を果たし

ました c

一

-t--
!
 

一、、，，
l

一

一放一
一の一

一ユ一
一ア一

l

一
稚
十

四
月
二
十
八
日
、
臥
龍
苑
前
の
肱
川
な
ど
四
ヶ
所
で
、
十

五
万
匹
の
稚
ア
ユ
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

放
流
時
の
体
長
は
七
ペ
程
度
で
す
が
、
六
月
一
日
の
ア
ユ

解
禁
の
頃
に
は
十
五
七
九
く
ら
い
に
な
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
水
量
・
水
温
に
も
恵
ま
れ
、
豊
漁
が
期
待

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

昭
和
閃
年
度

市
税
納
期
一
覧
表

税 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月l月 2月 3月

固定資産税 l期 2 ft月 3期 4期

市県民税 l期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国保税 l期 2期 3期 4期 5期 6期

Q
J
 

...早<大きくなれよ

現4 月芳在ξ 同昨 期年

件数 6 0 5 6 

負傷者 7 2 6 3 

死者 。 。

4月末までの

大洲市内の交通事故



様
縫
h

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

広報

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

6
月
7
日
(
火
)
昭
和
回
年
1
月
生
※

6
月
9
日
(
木
)
昭
和
日
年
日
月
生

6
月
日
比
日
(
火
)
昭
和
臼
年
目
月
生
※

6
月
紅
白
(
火
)
昭
和
白
年
7
月
生
※

6
月
お
日
(
火
)
昭
和

ω年
5
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
子
帳

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

6
月
2
日
(
木
)

6
月

3
日
(
金
)

6
月
お
日
(
木
)

場

所

市
民
会
館
(
肱
南

市
民
会
館
(
久
米

保
健
セ
ン
タ
ー

(
肱
北
)

日間口63年 6月1日

相談ごと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用く だ さ い 。

砂交通事故相談

と き 6月 8日 10時~15日寺

6月20日ク

ところ 市役所別館 3階会議室

砂人権相談

と き 6月20日 13時~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 6月 6日 13日寺~16日寺

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 6月 1目、 10日、 27日

13時~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

砂行政相談

と き 6月 23日 9時一12日寺

ところ 市役 所 1階会議室

急ぐ時はE⑪ 3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

と き 6月20日 10時~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 6月23日 13日寺一15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上 の 人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大洲福祉会館宮@0947

惨不動産無料相談

とき 6 月 15 日 9 時~16時

ところ 宅 建 協 会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐岡J4

6
月
弘
日
(
金
)

受
付
時
間

保
健
セ
ン
タ
ー

(
喜
多
)

9
時
叩
分

1
1
時

3
土
寸

1
5主
寸

1
ム
日
寸
i
H

無
料

検

診

料
胃

が

ん

検

診

受
付
時
間

検

診

料

対

象

者

場

所

市
民
会
館
(
肱
南
)

市
民
会
館
(
久
米
)

保
健
セ
ン
タ
ー

(
肱
北
)

保
健
セ
ン
タ
ー

(
喜
多
)

8
時
i
m
時

9
0
0
円

ω歳
以
上
の
方

実

施

日

6
月

2
日
(
木
)

6
月
3
日
(
金
)

6
月
お
日
(
木
)

6
月
払
日
(
金

肺

が

ん

検

診

実

施

日

6
月
2
日
(
木

場

所

市
民
会
館
(
肱
南

市
民
会
館
(
久
米
)

保
健
セ
ン
タ
ー

(
肱
北
)

保
健
セ
ン
タ
ー

(
喜
多
)

受
付
時
間
同
時
1
9
時

検
診
料
検
疲
の
必
要
な
方
4
0
0
円

対
象
者
叫
歳
以
上
の
方

6
月
3
日
(
金

6
月
お
日
(
木

6
月
比
日
(
金

婦
人
が
ん
検
診

(
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
)

場

所

市
民
会
館
(
肱
南
)

市
民
会
館
(
久
米
)

保
健
セ
ン
タ
ー

(
肱
北
)

保
健
セ
ン
タ
ー

(
喜
多
)

6
月
却
日
(
水
)
新
谷
連
絡
所

6
月
初
日
(
木
)
新
谷
連
絡
所

受
付
時
間
日
時

i
H
時

料

金 実

施

日

6
月
2
日
(
木
)

6
月
3
日
(
金
)

6
月
お
日
(
木
)

6
月
払
日
(
金

子
宮
が
ん
検
診

7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

対
象
者
切
歳
以
上
の
女
性

体6
月
5
日

(
日
)

6
月
四
日

(
日
)

6
月
四
日

(
日
)

6
月
白
日

(
日
)

町
野
医
院
(
森
山
)

宮
⑪
0
0
0
2

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

岡
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
片
原
)

宮

(
ω
4
3
7
5

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

安
達
医
院
(
中
町
)

宮
⑪
2
5
3
5

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

城
戸
眼
科
(
末
広
町
)

宮
⑫
3
0
0
8

大
洲
中
央
病
院

宮
(
⑪

4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

6
月
2
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

日
時
1
1
H
時
却
分

日
時
i
M
時
叩
分

山
間
田
中
木
材
工
業

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

6
月
日
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

6
月
ロ
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑪
3
1
6
5

10一

[f!] 

画

月
雨
、
雨
、
降
れ
、
降
れ
、
か
あ
さ

ん
が
:
:
:
p
月
雨
の
季
節
が
も
う
そ

こ
ま
で
や
っ
て
来
て
い
ま
す
。

H

恵
み

の
雨
H

に
町
一
涙
雨
山
、
濡
れ
る
も
一
興

の
H

春
雨
U

と
、
雨
に
も
様
々
な
横
顔

が
あ
り
ま
す
が
、
映
画
の
一
シ
!
ン
に

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
雨
に
は

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
が
似
合

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

四
月
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
早
く
も

一
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
雨
音
の
調
べ

に
耳
を
傾
け
な
が
ら

H

日
本
語
は
難
し

い
な
あ
H

と
頭
悩
ま
せ
て
い
る
今
日
こ

の

頃

で

す

。

(

た

)
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